
巨
樹
探
訪
会
の
ご
案
内

令
和
三
年
春
季
巨
樹
探
訪
会
の
お
知
ら
せ
全
般
参
加
歓
翌

今
回
は
昨
年
中
止
と
な
り
ま
し
た
福
井
県
勝
山
市
と
大
野
市
を
中
心
に
巨
樹
と
史
跡
を
改
め

て
訪
ね
ま
す
。

今
は
廃
村
の
岩
屋
集
落
の
岩
屋
観
音
横
に
あ
る
岩
屋
の
大
杉
は
象
の
鼻
の
様
な
太
い
枝
が
地

面
に
着
き
そ
う
な
程
で
豪
雪
地
方
に
見
ら
れ
る
異
形
の
一
本
で
す
。
白
山
三
馬
場
の
越
前
馬
場

平
泉
寺
参
道
杉
並
木
は
菩
提
林

（ぼ
だ
い
ば
や
し
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
幹
周
５
ｍ
を
超
え
る

杉
並
木
を
散
策
し
ま
す
。

大
野
市
友
兼
に
あ
る
専
福
寺
大
欅
は
幹
周
ｍ
ｍ
以
上
で
山
門
横
に
自
生
し
正
に
仁
工
様
の
様
で

あ
る
。
禅
宗
の
洞
雲
寺
で
の
昼
食
後
、
午
後
は
天
空
の
城
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
越
前

大
野
城
を
散
策
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
案
内
し
て
頂
き
ま
す
。

最
後
は
昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
に
取
り
上
げ
ら
れ
１
０
０
年
以
上
５
代
に
渡
り
越
前
を
支
配
し

た
朝
倉
氏
遺
跡
を
散
策
し
ま
す
υ

期
　
日
　
　
５
月
２２
日

（土
）

場
　
所
　
　
福
井
県
勝
山
市
、
大
野
市
、
福
井
市
方
面

行
　
程
　
　
金
沢
駅
金
沢
港
口
　
　
集
合
７
時
４５
分
　
出
発
８
時
　
出
発

加
賀
方
面
か
ら
の
参
加
者
は
小
松
Ｉ
Ｃ
駐
車
場
　
集
合
　
（８
時
３０
分
）

①
岩
屋
の
大
ス
ギ
（岩
屋
観
音
）勝
山
市
北
郷
町
岩
屋

市
指
定

　

幹
周
１７
・Ｏ
ｍ

②
平
泉
寺
の
菩
提
林
　
　
　
勝
山
市
平
泉
寺
町
　
　
　
幹
周
５
．Ｏ
ｍ
含
む

③
専
福
寺
の
大
欅
　
　
　
　
大
野
市
友
茉
　
　
　
国
指
定
　
幹
周
■
．５
ｍ

④
曹
洞
宗
洞
雲
寺

昼
食
　
　
大
野
市
清
滝

⑤
越
前
大
野
城

天
空
の
城
　
大
野
市
城
町

ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
解
説

⑥

一
乗
朝
倉
氏
遺
跡
　
　
　
福
井
市
城
戸
ノ
内
町
国
重
要
文
化
財
・
特
別
名
勝

⑦

一
乗
谷
あ
さ
く
ら
水
の
駅

福
井
市
安
波
賀
中
島
町

一
字

一
番

一

加
賀
方
面
か
ら
の
参
加
者
は
小
松
Ｉ
Ｃ
駐
車
場
で
下
車

金
沢
駅
金
沢
港
口
　
到
着

・
解
散
　
　
（１７
時
３０
分
　
予
定
）

注
　
土思
　
　
昼
食
は
各
自
準
備
下
さ
い
。

参
加
費
　
　
５
千
円
　
拝
観
料
、
傷
害
保
険
等
含
む

家
ム
員
外
も
同
額
で
す
）

当
日
会
計
担
当
が
集
金
し
ま
す
。

募
集
数
　
　
２５
名

（大
型
バ
ス
利
用
）

申
　
込
　
　
参
加
希
望
者
は
ハ
ガ
キ
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
住
所
・氏
名
・連
絡
先
・乗
車
場
所
を

明
記
の
上
、５
月
１４
日
（金
）
必
着
で
事
務
局
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
み
下
さ
い
。


